
 

 

 

「Google Earth」を活用して社会科の授業を行いました。活用できた場面を紹介します。 

○「学校周辺の様子」を知る 

  学校周辺の地域巡りを行った後、次の時間に教室内で発見したものを紹介し合うときに、復

習を兼ねて「Google Earth」で実際に歩いたコースを辿りました。歩きながらでは白地図に

メモしきれなかった箇所を見つけ、改めて記入することできます。特に初日は天候に恵まれず、

途中で雨が降ってしまったため視界が悪い中での調査でしたが、アプリを使って復習すること

で当日には見つけられなかった気づきを子供たちは得ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「青梅市の様子」を知る 

  市内の様々な地域の様子を学ぶ際にも「Google Earth」を活用することで学習を進めるこ

とができました。学習の際には、みたけ山や三ッ原工業団地などとその周辺を地図上で散策し、

それぞれの地域の違いを実感できました。また、青梅駅と河辺駅の前の風景を映したタブを並

べて、それぞれの違いや特徴について考えることもできました。 
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○「店ではたらく人と仕事」を知る 

  スーパーマーケットに並んでいる商品がどこから来るのか確かめる活動を行う際に活用しま

した。事前に教員が「新しいプロジェクト」」を作成し、クラスルームに URL をアップしておくこ

とで、１つのマップを子供たちが共同で編集することができるようになります。子供たちはチラ

シに載っている商品の産地を入力し、商品の名前でプロジェクトに位置を追加することで、地

図上にピンの形で産地を視覚化することができます。クラス全員でピンをさし終わった後、ピン

の位置を確認することで、日本中だけでなく世界中から商品が集まっていることに気づくことが

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 


